
政治家の比較文化諭(1)

斎 藤 吉 史

      Nations and Cultures, 

through the eyes of eminent statesmen

Yoshifumi SAITO

As the world has become so small, especially after the World War II, political leaders of various 

countries must keep close contact with each other . They cannot live alone, keeping away from 
world community. In dealing with other countries, they must have their own views on nations 

and cultures in the world. Focussing upon three eminent statesmen—Jawaharlel Nehru , the late 
Prime Minister of  India, John Foster Dulles , the late Secretary of State of USA, and Nikita 
Khrushchev, the late First Secretary of the Communist Party of the Soviet Union , the author is 
trying to find out their views on various nations and cultures and also to discern the differences 

among them. One of the articles in this volume deals with Nehru's views before Indian 

Independence, relying mainly upon his books; Glympses of World History 1934, An Auto-
biography 1936 and The Discovery of India 1946.  Nehru as a historian , avoided that Europe-
centered mentality, which was so universal at his time and put special emphasis on the contribu-

tion of Asian nations and cultures on the evolution of mankind . The most interesting point 
which strikes readers is that Nehru believed in China as a peace loving nation  and that India and 

China stood as two pillars of his world outlook.
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は し が き

ヘンリー ・キッシンジャー米元国務長官は,

1970年代前半,官 僚機構 を経由 しない秘密外

交と首脳会談方式で,文 字通 り世界中を飛び

回り,今 日の国際政治に重要な影響を及ぼし

た人物である。米中対話を実現 し,ベ トナム

の泥沼か ら米国の足 を抜かせ,さ らに中東 で

はエ ジプ トのソ連離 れ,米 国,イ スラエ ルへ

の接近 の糸 口 をつけ るなど,そ の活動は まこ

とに多彩 で,ま たたん げいすべ からざるもの

が あった。1977年1月 国務長官辞任後 に著 わ

した回顧録(WhiteHouseYears.1979.邦 訳

「キ ッシンジャー秘録」)①をみ ると
,そ の間の事

情 が書 き込 まれていて,ま ことに興味深 いが,

これ を読んで考 えさせ られ るのは,国 際政治

がい まや極 めて密接 に連 関 し合 って いるとい

うことで ある。米 ソ両大国が,グ ローバ ルな

規模 で向 き合 ってい るとい う権 力政治的 な面

が重要 な原因だが,同 時 にそれだ け世界中の
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国 が緊密 に接触 し合 ってお り,孤 立 して存在

す ることが むつ か しい ことで もある.そ こか

ら生 れたの が リンケー ジ(連 結)理 論② とい

えよ う.

キ ッシ ンジ ャー氏 は,1960年 代 末 におけ る

米 国の世 界政策 とい う立場 か ら,ニ クソ ン大

統領 とともに,対 中接近 に踏み切 るの だが,

その多忙 の間にあって中国 について学者,研

究者の意見 を聞 き,い よいよ中国行 きと決 る

と,パ ームスプ リングスでの 休 暇 に,「中国 の

哲 学,歴 史,芸 術 に関す る本 をバ ッグいっぱ

い になるほ ど持 って」行 ってい る.③

中東 につ いては 「大統領補佐 官 になった時,

ほ とん どなに も知 らなかった」④といって るの

は驚 きだが,1971年 に中東 を引受 けてか らは,

自身 ユ ダヤ系で あるだ けに,中 東情勢へ の理

解 は早 か った に違 いない.「 秘録」をみ ても,

そ の理解 の深 さが十分 に推 測 される.

こ のよ うに,国 際的 な政治家 としては,権

力政治 の次元で もの を考 えるだけでな く,そ

れ を越 えて,接 触す る国 々の実態,国 民性 な

どをよ く知 ることが必要 になるだろ う.

各 国の面積,人 口,政 治,経 済 の体 制,民

族 ・社 会の構造 な どにつ いて通 り一 ぺ んの こ

とでは な く,風 土,生 活様式 や宗教,さ らに

はその国特有の物 の考 え方 な ど,い うな らば

思 想,文 化の全般 にまで及 ばねば ならないだ

ろ う.ど の程度 までそれ らを知 って いればい

いのか とい う限度 の問題 は あろ うが,国 際的

な政 治家 と して,ポ イ ン トを押 えて お くこと

が大切 なことであ ると思 われ る.

実 際 に第2次 大戦後 の世 界で も,国 際的 に

名の高 かった政治家 た ちは,世 界の諸国家,

民族,文 化 に対 して独 自の見方 をもっていた.

それ はいわば今 日的 な比較 文化 論 とい うこと

もで きよ う.そ して政 治家のみ た比較文化 論

には,文 化 人類学者 や社会 学者の展 開す る比

較文化論 とは,ま た違 った もの がある に違 い

ない.

本 論文 は,こ の よ うな観点 か ら,政 治家 た

ちの言動 に現 われた比較文化論 を追及 しよ う

と したものであ る.

対 象 と して取上 げ るの は,第2次 世 界大戦

後,最 も精 力的 に世 界 を飛 び回 り,そ れぞれ

独 自に1時 期 を画 した次の3人 の国際的政 治

家 であ る.

1.第3世 界 か らイン ドの初代首相 だった

ジャワハ ル ラル ・ネール(1889-1964年)

2.米 国 か らアイゼ ンハ ワー大統 領の下 で

国務長官 をつ とめた ジ ョン ・フォスタ

ー ・ダ レス(1888-1959年)

3.ソ 連 か ら共産党第1書 記 で首相 を兼ね

たニキー タ ・フル シチ ョフ(1894-19

71年)

ダ レスは1959年 国 務長官辞任直後 に死去 し,

ネ ールは1964年 首相 在任中 に死去 した.こ れ

に対 しフル シチ ョフは1971年 ま で生 きていた

が,1964年10月 第1書 記 を解任 され,い っ さ

いの公職 を退 いていた,い ず れもす で に故人

で あるが,1950年 代 から60年 代 前半 までの世

界政治 に大 きな足跡 を残 した人 た ちであ る.

そ して,資 本主義 陣営 の リーダー米国,社 会

主義世 界の頭 領 ソ連,そ の中間 にある第3世

界の中心国家 イ ン ドとい う異 なった国家群 を

代 表す る人 た ちであ る.そ うした国情 の違 い

が どこまで指導者 の見方 に反映す るかとい う

点 も調べた い.ま ずイ ン ドのネー ルか らは じ

め よう.

(注)① 桃井真監修,斎 藤弥三郎,小 林正文,

大朏一人,鈴 木康雄訳 「キ ッシンジャ

ー秘録」① ～⑤
,1979～1980年,・ 」・学館

発行で,邦 訳が出ている.

② 邦訳 「キ ッシンジャー秘録」①P169

③ 同上③P139P161

④ 同上 ②P46

1)ネ ールの足跡 と記録

ネールは,1889年11月14日 北 イ ン ドの アラ

ババ ー ドに,富 裕 な弁護士 モチ ラル ・ネール
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の子 として生 れた.先 祖 はカ シ ミー ルの出身

で,最 上層の ブラーマ ン.イ ギ リス に留学 し

ケ ンブリッジ大学 を卒業 して帰 国 し,国 民会

議派 に参加 して独立運動 に加 わ った.

合 理主義 者で あ り,マ ハ トマ ・ガ ンジーの

宗教的 で非 論理 的 な行動 には,時 に批 判的 に

なったが,互 い にす ぐれた資質 を認 め合い,

-協力 して反 英運 動 を闘
った.1929年 ガ ンジー

の推挙 で国民議会派 の総裁 にな り,ラ ホール

大会 でプルナ ・ス ワラジ(完 全独立)を 決議

させ た.前 後9回,通 算10年 余 を獄 中で過 ご

したが,独 立前 の1946年 に は中間政府 を組織

した.1947年8月15日 イ ン ド独立 とともに初

代首相(外 相 を兼務)と な り,以 後1964年5

月27日 死 去す るまで,17年 間 にわた り首相 を

つ とめ,国 の基礎 を固めた.

外 交政策 としては,自 主 独立 の非同盟主議

をと り,ま た国 内では政治体制 と しての議会

制民主主議,経 済体制 としての 「社会主義」,

社 会思想 としての非宗教主義 をとった.

私 は1955年 初 めてネール をみて以 来,死 の

半年前 まで に何回 か会 ってい るが,ネ ー ルの

人柄,そ の思想 にいた く引つ け られた.い ま

に して思 えば,そ の ころのネールは,1954年

6月 遺 書 を書 いた後の晩年 のネールで あった.

若 い人間形 成期 の,未 熟 さも悩 み も抱 負 も,

生 のま まにむ き出 しにす る時期で な く,人 間

と して はも うで き上 り,公 的 な活動 がその生

活の大部 分 を占める,い わば円熟期 にあった

ためか もしれ ない.私 のみた ネー ル思想 は,

強 い歴史 意識 とイ ン ドへの深 い愛情 とい う2

本 の柱 に支 えられていた ように思 う.

獄 中 か ら娘 イ ンデ ィラ(イ ンデ ィラ ・ガ ン

ジー現首相)に 書 き送 った厂世 界史督 見」(Glym.

psesofworldHisory.London,1934)

に して も,あ るいは文筆家 ネールの代表的著

述 となった 「イ ン ドの発 見」(TheDiscovery

ofIndia.London.1946)③ に しても,世 界や

イ ン ドの歴史 を,ネ ールがいか に理解 した か

にかかわってい る.こ れに 「自叙伝」(AnAu・

tobiography,London.1936)④ を加 えた も

の が,イ ン ドの独立前 にネールが自 ら書 いた

代表的 な3部 作で ある.

この3部 作の関係 は,ネ ー ル自身 とイ ン ド,

世 界の3者 を同心円の よ うな平板 な関係 とし

て把 えたのでは正 しくないだ ろ う.発 表の順

序 が示 してい る通 り,世 界 と自身 とを総合す

る ものがイ ン ドであった とみ るべ きで あろ う.

現 実 に独立以後 は,イ ン ドがネー ルの思考 と

行動 の中心 にあ り,そ のほ とん ど大部 分 を占

めた とい える.

ネ ールは遺書 の中で,自 らを育 てたガ ンジ

ス とジャムナの川へ の深 い愛着 を語 り,遺 灰

をこれ らの川 とイ ン ドの大地 に帰 すよ う書い

ているが,そ れはネール自身 もい うよ うに,

決 して宗教的 な意味 か らではなかった.根 の

ない思想 を嫌 ったネールの足 は,し っか りと

イン ドの土地 を踏 まえていたの である.

しかし政治家 と しての ネー ルが,世 界 の諸

民族,諸 文化 をど うみ たかとい う主題 に則 し

て考 えれば,む しろ1947年 の イ ン ド独立以後,

首 相 兼外相 としての ネー ルが各 国の指導者や

(注)① 拙著 「インドの現代思潮」(1980年,朝

日新聞社発行)の 第4章 「観念論的近代

主義」参照

②大山聡訳 「父が子に語る世界史」1～6

(みすず書房.1959年 ～1966年)の 邦

訳がある.以 下同訳書か らの引用は「世

界歴史」 として使用する.

③ 辻直四郎,飯 塚浩二,蝋 山芳郎訳 「イ
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ンドの発見」上.下(岩 波書店,1953年,

1956年)の 邦訳がある.邦 訳 「インド

の発見」 として引用す る.

④ 邦訳は,磯 野勇三訳 「ネール自伝」上,

下(角 川文庫,1965年)と,蝋 山芳郎

訳 「自叙伝」(中 央公論社,世 界の名著

63,1967年)の2冊 がある.蝋 山訳

「自叙伝」 は抄訳である.



民族 と接触 して,ど う考 えた かとい うことの

方 が,大 きい意味 をもつ.そ して.独 立前 と

独立後 とで は,ネ ー ルの見方 に大 きな変化 が

現 われて いる.と くにそれは中国 に対 す る見

方の場 合 い ちじるしい.

独 立以後 の時期 については,ネ ー ルが自 ら

書 き残 した ものはない.し た がって折 々の発

言 と外 交政策 の推 移 をみ る しかない.そ の主

なもの としては,イ ン ド政府 が出版 して いる

ネール発 言集⑤ のほか,ネ ー ル評伝,イ ン ド

外交史 な どの文献⑥ と新聞,雑 誌があ り,私

は それ らによって分析 した.

2)ネ ール史観の特色

「世 界史督 見」は
,三 部 作の トップを切 って

1934年 ロ ン ドンか ら出版 され,し かも世 界歴

史 を概 観 した ものだけ に,ネ ー ルの歴史観 を

総括 的 にみ るこ とがで きる.1930年10月26日

ナ イニ中央刑務所 で,14才 に なった娘 イ ンデ

ィラの誕 生 日 を祝 う形 で書 き起 してか ら,

1933年8月9日 付 の最後 の手紙 まで,約3年

間 にわた る196通 か ら成 っている.① 幼い娘 に

じゅん じゅんと説 き聞 かせ る語 り口であ るだ

け に,却 ってネールの本心 がよ く現 われてい

る.ネ ールが40才 直 前 から43才 までの時期 で

ある.

こ こに現 われたネール史観 の特色 は,次 の

諸点に あるといえる.

a)世 界 歴史 における西洋 中心 主義 を脱却

して いることであ る.②

その点 を最 も鮮 明 に描 き出 したの が,1931

年1月8日 の 「ア ジア とヨー ロッパ」 とい う

手紙で あろ う.少 し長 いが引用す る.
1 「今 日では ヨーロ ッパ は強 くて勢力が あ り

,

そ このひ とびとは,じ ぶ んた ちを世 界で一 ば

ん文化文明のすす んだ人種 だ と思 っている.

かれ らは アジアと,そ の人民 をみ くだ し,そ

して アジアの諸国 か ら,手 に入 れ られ るもの

はすべて,う ば いと りつ ・あ る.な んと時代

はか わ りはてた ことだろ う.歴 史 をよ

めばお まえは,な がいながい間ア ジアの方 が

優 勢だった ことを知 るだろ う.ア ジアの人 び

とは,大 波が お しよせ るよ うに何 回 も,何 回

もヨー ロッパ を征服 した.か れ らは ヨー ロ ッ

パ を荒 しまわ り,そ してまた ヨー ロッパ に文

化 の光 をゆ きわた らせ た.ま ことにヨ

ーロ ッパは ながい間
,ア ジアの植民地 の よ う

な ものだったのだ.

わ れわれはだれで も,ヨ ーロ ッパ が大陸 の

中で一 ばん ちい さいにもかかわ らず,偉 大 な

こ とを知 ってい る.ヨ ーロ ッパ の偉 大

さをみ とめないのはお ろかなことだ.し か し

ア ジ アの偉 大 さをみ とめ な いの も,そ れ に

お とらずおろかな ことだ.お そ らく他

の だれよ りも,ま た なにもの に もま して世 界

を うこか した偉 大な思想上の指導者 お も

な諸宗教 の創始者 を生んだのは,ア ジアだ と

い うこと を肝 に銘 じてお こ う.現 存す る宗教

の うちの最古 の もので あるヒ ン ドゥー教 は,

⑤J.Nehru:Speeches.V・1.1～V・1.5,

PublicationDivision,Government

ofIndia.1958～1968年

J.Nehru:India'sForeignPolicy,

PublicationDivision,governmentof

India,1961

0M.Brecher:JawaharlalNehru,a

PoliticalBiography.1958

F.Moraes:WitnesstoanEra,

London..1973

id:JawaharlalNehru,NewYork,

1956

R.Zakaria(ed):AStudyofNehru,

Bombay.1959

B.R.Nanda(ed)':IndianForeign

policy,theNehruyears,Delhi.1976

A.Rao&B.G.Rao:SixThousandDays.

NewDelhi.1974な ど を 参 照 し た.
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い うまで もな くイ ン ドの所産 だ.い まで は中

国,日 本,ビ ルマ,テ ィベ ッ トお よびセ イロ

ンを蔽 うてい るその姉妹宗 教,仏 教 もや は り

そ うだ.ユ ダヤ教や,ク リス ト教 も,も とを

た だせば アジアの西端のパ レステ ィナに起源

をもつ もの だか ら,ア ジアの宗教 だ.ゾ ロア

ス ター教や拝火教 はペ ル シァに始 まったのだ

し,イ ス ラム教 の予言者マ ホメ ッ トは,ア ラ

ビアのメ ッカに生 れた.ク リシュナ,仏 陀,

ゾ ロアス ター,ク リス ト,マ ホ メッ ト,そ れ

か ら中国 の大哲学者 の孔子,老 子,ア ジァ

の大思想家 の名 まえをな らべ れば,た ちどこ

ろ に数 ペー ジは埋 まって しま うだ ろ う.

そ して この年 老いた大陸(ア ジア)は,そ の

ながい まどろみ をあとにして,め ざめつ ・あ

るのだ.世 界の眼は アジアに注 がれている.」③

トイ ンビーの 「歴 史の研究」が出たのは1934

-54年 で あ り
,ヤ スパー スの 「歴史 の起源 と

目標」 が1949年 で あるの を思 えば,ネ ールが

1930年 代 は じめに西洋 中心主義 を脱却 した世

界歴史 を書 いたのは,全 く先駆的 であった と

いえ る.

b)で は その代 りに どのよ うな立場 をとっ

てい るか とい えば,ア ジア中心史観 とい って

いいほ どに,ア ジァの比重 が大 きい.そ れ も

中国,イ ン ドに限 らず,日 本,朝 鮮,東 南 ア

ジア と,全 ア ジア を蔽 ってい る.当 時 日本 は

世 界の5大 国の1に 列 し,朝 鮮,台 湾 を植民

地 支配 し,さ らに 「満州 国」 の建国 をすす め

て,満 州 を支配 しは じめたば か りで,世 界の

問題 になっていたのだ から,日 本 を大 きく取

扱 うのは当然 と して も,東 南 アジアまで詳 し

くフ ォロー しているこ とは,ア ジアに注 目す

るネールの史観 が徹底 したものであったこ と

をうかがわせる.そ れはいいかえれば,文 化

相対主義 とい うこ とであ る.そ れぞれの文化

に固有 の価値 があ り,ど れか一つ が絶対 とい

うことにはな らないとい う立場 である.

c)ネ ー ルは,全 体 として人類 は進歩 する

とい う進歩史観 に立 っているといわれる.④

しか し随所 に,進 歩 に疑問 を出 し,進 歩 では

な くて変化 があるの にす ぎないので はないか

と問 いかけてもいる.「 現代の多 くOJ国 々 は,

今 日の偉 大 な文 明 と,科 学 の奇 蹟 を誇 つて

もよい状態 にあ る.ま こ とに科学 は奇蹟 をな

しとげた.… ……(だ が)な お多 くの点 にお

いて,人 間は,他 の動物 に くらべ てそれほ ど

大 きな進歩 をしてはいないのだ,と い うこと

を忘 れてはいけない.」(「 世 界歴史」①P.24)

と か 「すべ ての ものはた えまな く変化 してい

る.」(同 ①P.29)こ う した表 現 をよくみると,

変 化 しているのは個 々の民族,文 化 であって,

人 類,世 界全体 ではない ことに気 がつ く.個

々の民族 や文化 は,個 入 と同 じよ うに,生 成

し,最 盛期 に達 し,や がて衰滅 す るが,そ の

盛衰 を貫 ぬいて全体 としての人類 は進歩 して

いるとい うのがネールの見方 とい える.130

回 の手紙 「ダーウ ィンと科 学」 の勝利 の中で,

次 のよ うに明示 されてい る.

「かれ(ダ ーウ ィン)の 理 論が一般 に受 け

容 られた結果 の一 つは,… ……進 歩の観念 が,

人 び とに植 えつけ られた ことであった.… …

この種 の進 歩の観 念 が,ま った く新 ら しい も

のであ った ことは注意す るに足 ることだ.過

(注)①1939年 の改 訂 増 補 版 に 際 して 「あ と が

き」1通 分 が追 加 され た.

② 自 らも歴 史 家 で あ ったK.M.パ ニ カ ル

は,こ の 「世 界 史 督 見 」 が,西 洋 中 心

.主義 を脱 却 し た も の で あ る と して,ネ

ー ル の 史 観 を称 賛 し て い る.

R.Zakaria(ed):AStudyofNehru,

中 の パ ニ カ ル論 文 参 照.
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③ 邦 訳 「世 界 歴 史 」 ①PP.30-32

●M.Brecher:Nehru.1959.P.165

⑤ 邦 訳 「世 界 歴 史 」 ④PP.47-48.ま た

「あ と が き」 の 中 で もネ ー ル は 「人 間

の無 限 の進 歩 の可 能 性 」 を強 調 して い

る.⑥P.240



去 にあっては,ヨ ーロ ッパ に も,ア ジアに も,

また どの古代文 明の中に も,こ のよ うな思想

は存在 しなかったよ うに思 われ る.ヨ ーロ ッ

パ では,産 業革命 がは じま るその ときまで ,

人 び とは過 去 に理想 の時代 をもとめた.古 代

ギ リシャ ・ローマ の古典時代……… か ら漸次

的 な人種 的退 化,な い しは頽廃 が起 ったと,

人 び とは かんがえた.… …… イ ン ドにも,や

は りまった くおな じよ うな退 化の観念 と,過

去 を黄金 時代 とす る思想 がある.… …… して

みれば,人 類進 歩の観 念は,ま った く近代的

意識 に属 す るもので あることがわかる.… …

こうして進 歩の観 念 があらわれた.そ して事

実,社 会 は あらゆ る想像 をこえた進歩 をとげ

た.」⑤

た ・"西洋 のいわゆ る進 歩史観 との大 きな違

いは,ネ ールが発展段 階論 をとってい ない こ

とであ る.原 始未 開の段階 か ら奴 隷制,封 建

制 をへ て,資 本主義,共 産 主義 に至 るとい う

よ うな発展段階論 を提示 しては いない.

で は次 に,ネ ー ルが世 界の諸民族,諸 文化

を どうみたか を具体的 にみて行 こ う.

3)独 立前の世界観

活ガ を示 す4国 民一 「歴史 には,古 いそ し

て立派 に築 き上 げ られていた文明 がいつ しか

影 をひそめ,或 いは突如終 りを告 げた りして,

活気 にみ ちた新 しい文化 に取 って代 られる と

い う例 がい くらで もあ る.… …今 日の世 界の

諸 国民 の間で,私 は この生 々 と した精力 を主

として3つ の国民 に感 じた.ア メ リカ人

とロ シア人 と,そ して中国人,妙 な取合せ で

ある.」① ネールは この3国 民 に加 えて,自 ら

の願望 もこめて,イ ン ド人 にもまた同 じよ う

・な 活 力 を感 ず るとのべてい る.つ ま り4国 民

が活力 にみ ちた国民 とい うこ とにな る.ま ず

「アメ リカ人 はその根源 を旧世 界に もつ もの

で あるにも抱 らず,新 しい国民 で あ り,張 り

切 った活力 をもってい る.」 「ロシア人は新 し

い国民 では ない.し かも旧来の姿 との問 に,

死 に も比 すべ き,完 全 な絶 縁 があった.そ し

て彼 らは,歴 史上 かって前例 をみ ない流儀 で,

再 び新 しい肉体 を得 たの で あった.彼 らは驚

くべ き精力 と活力 をもって若返 った.」 「中国

人の場 合は他の どれ とも異 って いる.彼 らは

新 しい人種では ない し,ま た ロシァに襲 いか

かったよ うな,上 か ら下 までの変動 の衝 撃 を

通 って きた わけで もない.… … しか し中国 人

の活力 たるや 驚 くべ きもので ある.か くも磐

石 の底 力を さずかってい る国民 が参 って しま

うことがあろ うな どとは,私 には想像 もで き

ない.」 「私 が中国 に見た あの活 力に似 た もの

を,私 は時 と してイ ン ドの 人々の 中に もまた

感 じたことがある.… …私 は彼 らの間 には抑

圧 された厖大 なエ ネルギーや能 力の蓄 えがあ

ると感 じていた.そ して私 はこれ を解 き放 っ

て彼 らをも う一度若 くて活 力にみ ちてい ると

感 じさせ るよ うに仕 向けた かった.イ ン ドの

よ うな構 成の国 が世 界で副次的 な役割 を演 ず

べ きいわれはない.」②

この当時,「 生 々 とした精 力」(vitalenergy)

で 注 目された4国 民 は,イ ン ドの独立後 は 「世

界勢 力」 として現 われ て くる.戦 後 イ ン ドで

日本大使館 の開設 に当 った河崎一郎氏 は,ネ

ールの言葉 をこう伝 えて いる.「今日では少 く

とも世 界勢 力 と呼 ばれ得 る国 は,一 億 の民 を

有 し,広 大 な国土 を持 ち,そ の中 に無尽蔵 に

資源 を抱 えてい る国,つ ま り米国,ソ 連,中

国,そ れにイ ン ドで ある とネールは語 った.」③

西欧を引継 いだ米国,社 会主義 の先頭 を切

ったソ連 は,ネ ー ルの予測 した通 り,今 日も

世 界の2つ の超大国 と して,国 際政治 をリー

ドして いるが,そ れと並べ て,中 国 とイ ン ド

とをあげた ところに,ネ ールのア ジア重視 が

現 われて いる.

ア ジア アジアの中では,中 国 とイ ン ド

の2っ が圧倒 的 に抜 きんでた民族,文 化 と し

て描 き出 されているが,そ の最 大の理 由は,

文 化 が歴史 を通 じて持続 した点 にあ った.
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「エ ジプ ト
,ク ノッソス,イ ラー ク,そ して

ギ リシャ それ らはみな,ほ ろび去 った.

… …中国 とイ ン ドをの ぞけば
,ど こに も文化

の ほんと うの意味の持続 とい うことはなかっ

た.」④ 「私は,イ ンドと中国 との文明 が異常 な

持続 力と適応性 を示 し,そ して多 くの変化 と

危機 とにも抱 らず,極 めて長年 月の間,そ の

根本的 な同一性 を保持 す るのに成功 した事実

をうち消す ことは出来ない.」⑤

では中国の民族,文 化 の特色 をネー ルは ど

うみ ていたか.

中国 文化 が極 めて古 く,継 続 している

点の ほかに,①1需 数 が非宗教的で合理的 であ

るこ と,② 社会 が身分 によって分断 されなか

ったこと ③ 一貫 して平和的 な民族 であ るこ

と,の3点 が強調 されている.

ま ず① の宗教 にっ いてみれば,「中国では2

人 の偉 人,孔 子 と老子 がい る。…… この2人

は どちらもふつ うの言葉通 りの意味 では,宗

教 の創始 者ではなかった.か れ らは,人 間は

なにをなすべ きか とか,な にをしては な らな

いか とい う道徳 と,社 会 的行為 の体系 を うち

たてたので あった.… …中国人 が,世 界 じゅ

うで一番お行儀 がよ く,洗 練 されてい るの も,

孔 子 の教 えの影響 の一 つにかぞえ られる 」

(中国 では)宗 教 は,け っ して ドグマ(金 科玉

条)と して,他 を異端 視す ること をゆる さな

かった.世 界の諸民族 の中で,お そ らく中国

人 ほど,信 仰 上の ことが らに偏 見のない民族

は なかった し,い までもないだろ う.」⑥

② につ いては 「中国 には,ま えに話 した と

思 うが,こ の種 の専制政治 や,特 権 階級 が存

在 したことはなかった.大 むか しか らの試験

制度 によって,か れ らは,だ れにで も最高の

社会的地位へ の門戸 を開放 して きた.」⑦

しか し中国観 で最 も特徴的 なの は,中 国が

平和 な民族 であるとい う見方 である.し かも

それが,好 戦的 な 日本 人と対比 して,く り返

し現 われている点 である.

「日本 人は
,… …中国 人 とはぜんぜん性 質

を異 に してい る.中 国人は,古 来本 質的 に平

和の民で あ り.か れ らの文明,ま たかれ らの

人生哲学 はすべて平和的 な ものだ.と ころが

日本人は,む か しか らいまにいたるまで,戦

闘的な民族 だ.」⑧

「中国民族 は
,過 度 の帝 国主義 には しる素

質 をそな えていなかった.か れ らの皇帝 のあ

る ものは,た しか に帝 国主義 者であ り,征 服

の野心 に燃 えていた.し か しほかの多 くの民

族 に くらべ れば,か れ らは平和 を愛 し,戦 争

と征服 を好 まなか った.中 国ではいつの時代

に も,学 識者 のほ うが戦争屋 よ りもたかい,

名誉 あ る地位 を占めていた.そ れ にもかかわ

らず,中 国帝 国は,幾 度 かおそろ しく広大 な

もの になった.こ れは西北 からす る遊 牧種族

の,休 む ことの ない いや がらせや,襲 撃 に刺

激 された結 果で あった。」⑨

この よ うな中国民族 の平和性 に対す る信 念

が,1950年 代 末 か ら60年 代 は じめの中印国境

紛争 に際 して,ネ ールの対応の誤 りを生 む一

つの原因 になった といえ る.こ れにつ いては

後述 す る.

日本 ① 平和な中国 と対照的に戦闘的 で

あるとい う見方 が根本 にあ り,各 時代 にそれ

が くり返 し言及 されてい るが,そ の ほかに,

② 模倣 の才能 があるとい うことと,③ 他 から

は理解 で きない不可解 な×があ ることが指摘

されてい る.こ の不可解 な× を,も つ と突込

んで分析 した なら,戦 後の 日本 に対す るネー

ルの理解 は,か な り違 った ものになったろ う.

① 戦 闘性 について.「 日本 の古来 の宗 教 は

シン トー(神 道)だ った.こ れは 『神 々の道』

とい う意味 をあ らわす 中国語 だが,自 然崇拝

と祖先崇拝の混合物 であった.そ れは,後 生

(死 後の生活)だ とか,奇 蹟 だとか,人 生問

題 とかは,あ ま り問題 に しなかった.そ れは

尚武の人種 の宗教 であった.… … 日本人 は,

む か しか らいまにいたるまで,戦 闘的 な民族

だ.軍 人の主 たる徳 目は上長 と同輩 にたいす

る忠 節 だが,こ れがまた 日本 人の美徳 であ り,
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かれ らの強 さは多 くこれに由来 す る.神 道 は,

この よ うな徳 をお しえる.」⑩

「中国 はす で に述 べた とお り,本 質的 に平和

な,穏 健 な国だ った が,日 本 は これ に対 して,

好 戦的 な軍事 国家で あった.… … 日本で は,

最 高 の地位 を占めるもの はみな軍 人で あ り,

大 名,も し くは武士 の理想 を,理 想 と した.」

「日本 はその帝国政策 を遂行 す るにあたって ,

ま った く恥 を知 らなかった.… …朝鮮 は 日本

帝 国 に合併 された.こ れは1910年 の ことだ っ

た.三 千年以上 にわた るながい歴史 をもっ独

立国 としての朝鮮 はほ ろび た.」⑫

② 模倣 の才.「 日本人 は,み ずか ら奈良 とい

う新 都 を建設 し,こ れ を長安 そのま まの模 型

に しよ うとした.日 本人は むか しか ら,他 人

の模倣 にかけては天才的 な才能 をもって いた

もの とみ える.」⑬ 「日本 がば く進 をは じめ,

西 洋諸 国 を模倣 して さま ざまの観 点 か ら,そ

れ らの競 争者 となったのは,か れ(明 治天皇)

の 治世 の ことだ.こ の一代 の うちに もた らさ

れた,は か り知 れない変化 はま さに驚異 であ

り,… … 日本 は産業 の方式 にお いてば か りで

な く,帝 国主 義的政策 につ いて も,ヨ ー ロ ッ

パ の あ とを追 った.日 本 は ヨー ロッパ列強 の

忠 実 な弟子 よ り以上 の もので あ り,し ば しば

かれ らの上 を行 きさえしたの だ!.」 ⑭

③ 不可解 な×.し か しネー ルは 日本 につ い

て,何 か も う一 つ異 った才能 が あるので はな

いか とい う感 じをもっていた.そ れを驚異 と

か奇蹟 とい う言 葉 で表現 して いる.そ れは ま

ず,徳 川時 代の 鎖 国 について現 われ る.

『この鎖 国は まことに異常 な現 象で,有 史

以来,他 のいか なる時代,い か なる国 にも,

類 例 をもとめ るこ とはで きない.神 秘 の とば

りにつつ まれたテ ィベ ッ トや,中 央 ア ジァで

も,隣 国 との交通 が断 えだことはなかった.

… … そ して1853年 を さいごと して,ふ たた び

扉 と窓 とをあけ なった と きには,日 本は また

一つの奇蹟 を成就 した .日 本 は驀進 をは じめ

うしなわれた時 を うめあわせた.」⑮ 「20世 紀

のは じめ,ア ジアの精神 に大 きなえい きょう

をおよぼ した事件 がお こった.こ れ はロ シア

の,日 本 にたいす る敗 北 であった.… … 日本

は,西 洋 の侵略 とたた か うアジアの チ ャンピ

オ ンとあおがれ,し ば らくは,全 東洋 にひ じ

ょうな人気 をあっ めた.」⑯

この よ うな 日本 の不可解 さ,驚 異 を,ネ ー

ルは日本 の特異性 とみてい る.

「日本 は入念 に西洋 の工業 と,西 洋風 の生

活様式 を採 用 したが,し かもこころの底 は封

建的 で あった.」⑰ 「日本 は,近 代的工業 文化

と中世 的封建主義 との,ま た議会主 義 と,専

制 政治 および軍事的支配 との異例 の混合物 で

あった.… …天皇は,じ つ は,そ の名 にお い

て,大 土地所有者的,,軍 事 的支配 階級 が権 力

を揮 うための象徴で あった.」⑱

(注)① 「イン ドの発見」①P.63

② 同PP.63-64

③ 河 崎一郎著「素顔の日本」PP.253

④ 「世界歴史」①P.35

⑤ 「インドの発見」①P.185

⑥ 「世界歴史」①PP.74,75.p.201ほ

ぼ 同じ表現 を 「イン ドの発見」の中に

も見出す ことがで きる.「インドの発見」

OP.725

⑦ 「世界歴史」①P.285286

⑧ 同①P.211

⑨ 同①PP.289,290明 朝 は

②P.164

⑩ 同①P.212⑪ 同①P.296

⑫ 同③P.222⑬ 同①P.212

⑭ 同③PP.206～209

⑮ 同②PP.174,175

⑯ 同③P.116な お これについては

「自伝」①P.30に 「日本の戦勝は私の

熱意 を沸 き立たせ,新 しいニュースを

見 るため毎日新聞を待 ち焦れた.相 当

の金 をかけて日本に関す る書籍 をたく

さん買いこんで読 もうとつとめた」 と

ある.ネ ールはこのころ14才 で あった.

⑰ 「世界歴史」⑤P.8⑱ 同⑥P.41

(1980年9月24日 受付)
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